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2008 年 12 月 17 日（水） 

 

PS 及び SM の 2008 年 11 月度実績概況 
 

PS 
 

生産は、需要減に対応した減産のため前年同月比－10%となった。 
定修は 2 社だった（前年は 1 社）。 
 
国内出荷は、前年同月比－32%と減っている。景気の悪化と原油価格の下落に伴

うユーザーの在庫削減が影響していると思われる。 
用途別では電機・工業用は－31%で、デジタル家電が大幅に減少しているほか、生

活家電、事務機器他も減少している。 
包装用は－28%である。ＦＳ用は－24%で先月に続きボード用が不振。雑貨産業用

も－42%と不振。 
 
輸出は、韓台等の液晶パネルの減産により－60%となっている。 
 
出荷計は国内、輸出共に減って約 5 万 2 千トンと非常に低い水準である。 
 
在庫は出荷減により増加した。 
 
 

SM 
 
生産は、定修が前年より多いことに加え（定修今年は 2 社、前年 1 社）、需要減に 
対応した減産があり先月に続き前年同月比－26%となった。 
 
国内出荷は、PS 向け、EPS 向け、合成ゴム向けなどが減少しており低水準の出荷量

で、前年同月比－21%となった。 
 
輸出は、中国向けが大幅に減って、前年同月と比べ－26%となっている。 
 
出荷合計は国内出荷と輸出が共に減って前年同月比－23%となっている。 
 
在庫は少し減少して約 9 万 8 千トンとなった。 

 
以上 

 
 


